
１．主な教育・研究の概要 
（1） ディプロマ・ポリシー

＜文学部＞

文学部は、〈言葉の力〉を不断に練磨することにより、〈人間探究〉の精神と〈創造的思考力〉とを身に

つけて、社会の発展に寄与できる優れた人材を育成することを教育目的とし、以下の能力を修得した学生に

学士の学位を授与する。 

（1）〈人間探究〉の精神を不断に持ち続けることができる。（関心・意欲・態度）

（2）〈創造的思考力〉すなわち「物事の本質を認識する力」、「問題を分析し情報を整理する力」、

「課題を発見し解決策を導き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝える力」を発揮できる。

（思考・判断・技能）

（3）人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することができる。（知識・

理解）

（4）〈言葉の力〉を不断に練磨することができる。（表現・態度）

（5）最終的学修成果として各学科が求めるものは以下の通りである。

国文学科 

 読解力の深化、問題発見能力の開発、調査能力すなわち情報収集・整理・批判能力の体得、論理的思考力

の練磨、自己表現力の獲得等、知的社会に生きる現代人に必須の様々な能力を身につけること。 

総合英語学科 

 英語で自在に「読み」「書き」「聞き」「話す」ことのできる高度な英語運用能力、技能を活用した思考

力・判断力・発信力、さらに、日本および英語が使われる国や地域の歴史・文化についての深い知識を備え

た鋭い国際感覚を身につけること。 

教育学科 

 児童の個性に寄り添える確かな専門的知識と優れた実践的能力をもつとともに、特別支援を必要とする児

童への深い理解と障害の多様化・重度化に適切に対応できる実践力を備えること。さらに学校教育の枠を超

えた生涯学習分野に活躍の場を求める場合も新しい時代の教育に対応できる基本を修得し、柔軟な思考力を

もったリーダーたる力を身につけること。 

＜人間情報学部＞ 

人間情報学部人間情報学科では、「人」中心の発想から情報技術を捉えることで、人々が暮らしやすいAI

（人工知能）時代の情報化社会の形成と発展に貢献できる力を身につけた人材を養成することを目標として

いる。感性工学専攻、およびデータサイエンス専攻では、以下にあげるような能力を修得した学生に学位を

授与する。 

感性工学専攻 

感性工学専攻では、これからの持続可能な社会においてSTEAM人材として貢献し活躍することを目標と

して、以下の知識や技能の修得を求める。 

（1）人間の感性とユニバーサルデザインの観点より、ユーザの多様性に配慮し効果的に情報サービス・

製品・空間等をデザインできる能力を身につけている。（技能・表現）

（2）AI・IoT・ビッグデータ・ロボット等の技術を活用できる知識やスキルを身につけ、これからの持

続可能な社会に貢献し活躍できる。（知識・関心・意欲）

（３）デジタル社会における人々の快適な情報環境の提供や効率的な業務推進のためのアプリやシステム
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構築を実践し、情報セキュリティや情報の評価・活用などデジタル情報の適切な利用を支援する能

力を身につけている。（思考・判断・技能） 

データサイエンス専攻 

データサイエンス専攻では、今後ますます多様化・複雑化する情報化社会においてデータ分析のスペシャ

リストとして活躍できることを目標として、以下の知識や技能の修得を求める。

（1）人の知覚、感情、行動、運動、性格等の「人」の理解に加えて、モノやサービスを評価するため

の、心理的・生理的な測定技術と統計に基づくデータ分析能力を身につけている。（技能・表現・

関心）

（2）データ分析に機械学習を含むAI（人工知能）を活用することで、高い応用性を持ったデータ戦略を

立案して実行することができる。（知識・思考・態度）

（３）データ分析の知識と技術を人の行動予測やマーケティング、エンターテイメント、スポーツ、流

通、情報通信、健康、福祉等の多岐に渡る分野に応用することで、多様化・複雑化する情報化社会

に貢献できる。（技能・態度・意欲）

＜心理学部＞ 

現代の心理学は実証主義に基づく経験科学であり、また、現実生活で生じる人と人、人と環境のダイナミ

ックな相互作用現象を問題にする行動科学である。したがって、現象を机上のみで理解するのではなく、現

象を捉える客観的なデータの収集、分析、考察という、段階的に積み上げていく科学的アプローチが必要と

される。心理学部ではこのような特徴をもつ現代心理学の学修を通じて、心の多様性と普遍性を理解し、他

者を尊重するとともに、自己を正しく表出することができる人材、さらには人間関係の中で生じる諸問題に

適切に対処することができる人材を育成することを目指している。この目標を達成するため、人間行動のさ

まざまな現象を現代心理学の主要な領域である「生理・認知」「社会」「発達」「臨床」の4つの領域から

多角的な視点で総合的に究明するカリキュラムを編成し、以下のような知識・能力を身につけた者に学位を

授与する。 

・心の多様性と普遍性、人と人、人と環境の相互作用を理解する力

・科学的な根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する力

・幅広い人間行動や社会現象の中から問題点を発見し解決していく力

・ディスカッションやプレゼンテーションを含むコミュニケーション力

＜創造表現学部＞ 

創造表現学部では、それぞれの専攻の学修を通じて「表現力」「創造力」「コミュニケーション力」を高

めることによって、豊かな自己表現ができ、実社会の諸問題にも適切な対処ができる人材の育成を目標にし

ている。この教育目標を達成するために、以下にあげるような能力を修得した学生に学位を授与する。 

創作表現専攻 

1 知的財産としての言語文化・表象文化に関する見識を持ち、その価値の継承・発信の社会的意義を理

解することができる。（知識・関心・理解） 

2 文化的叡智に幅広く触れることで総合的な判断力を養い、自己の考えを他者に的確に伝えることがで

きる。（思考・判断） 

3 文芸を中心とした創造的な表現活動に携わり得る知識と実践的な表現技術とを身につけることができ

ている。（技能・表現） 

メディアプロデュース専攻

1 PCやメディア機器を使用する映像処理を理解し、ビデオやパンフレットなどのメディアコンテンツの

20



制作に関する基礎知識を身につけている。（技能・表現） 

2 各種メディアの特徴を理解し、メディアを利用して豊かに表現、発想ができ、戦略的に企画・立案す

る能力を身につけている。（関心・態度） 

3 現代社会の問題を読み解き、時代のニーズを的確に捉え、社会的視座を持って問題解決に臨むことが

できる。（知識・理解） 

建築・インテリアデザイン専攻 

1 周辺環境、文化的背景、機能や経済性などの多様な条件を読み解き、建築・インテリアに関わる各種

課題を解決するために必要な思考力・判断力を有する。（思考・理解・判断） 

2 コンセプトを的確に伝えるプレゼンテーション能力と共同作業に必要なコミュニケーション能力を身

につけている。（表現・態度） 

3 建築の専門的知識と技能を身に付け、一級建築士などの資格を目指すことができる。（知識・技能） 

＜健康医療科学部＞ 

健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上することに貢献し得る

人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解と尊重を有する人材の育成を目標にし

ている（態度）。この教育目標を達成するために、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

医療貢献学科 言語聴覚学専攻 

① 言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有する

者（知識・技能）

② 職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題点を発見し、新

しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意

欲・判断力・開発力・コミュニケーションスキル）

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）

医療貢献学科 視覚科学専攻 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有する

者（知識・技能）

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技

法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力）

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）

医療貢献学科 理学療法学専攻 

① 理学療法士の国家資格取得を目指し、障がい児・者支援のための専門家、とりわけ、小児理学療法の

専門家として必要な知識と技能を有する者（知識・技能）

② 理学療法士として、多職種の視点も加味して問題点を発見し理学療法を行い得る知識と技能を有する

と同時に、新しい検査や練習・支援技法の開発に意欲を有する者（意欲・判断力・開発力）

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的思考能力を有する者（科学的思考力）

医療貢献学科 臨床検査学専攻 

① 臨床検査技師の国家資格取得を目指し、高い倫理観を持った臨床検査の専門家として必要な知識と技

能を有する者（知識・技能・臨床力）

② チーム医療実践のための基本的能力を有し、職能の範囲にとどまらず、問題点を発見し解決するため

の知識と技能を有する者（意欲・判断力・コミュニケーションスキル）
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③ 臨床検査に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け科学的な根拠にもとづいて論理的に思考し実証

的に分析する能力を有し、科学技術の進歩を理解し新たな検査の開発および評価をおこない得る知識

と技能を有する者（科学的思考力・開発力）

スポーツ・健康医科学科 スポーツ・健康科学専攻

① スポーツ・運動科学および健康科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯にわたる健

康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能）

② 修得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、それをもとに行

動できる者（意欲・判断力・創造力・行動力）

③ スポーツ、運動および健康に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的

に思考する能力を有する者（科学的思考力）

スポーツ・健康医科学科 救急救命学専攻

① 救急救命士の国家資格を目指し、健康と救急救命を中心とした医学に関する基礎的な知識を有し、そ

の知識を背景として人命を守り、社会に貢献できる者（知識・技能）

② 救急救命士として必要とされる総合的な観察力、知識にもとづいた判断力、およびコミュニケーショ

ン能力を有し、それをもとにチームワークとリーダーシップのある行動ができる者（観察力・判断

力・コミュニケーションスキル・行動力） 

③ 救急救命士として求められる科学的根拠にもとづいた論理的な思考力を有する者（科学的思考力）

＜食健康科学部＞ 

食健康科学部は、人の健康の保持、増進における食や栄養の関わりについての知識を修得し、「食」と

「栄養」の専門家として、実社会の食品、健康に関する諸問題に論理的かつ科学的根拠に基づき対処がで

き、すべての人々の生活の質を向上させることに貢献できる人材の育成を目標にしている。この教育目標を

達成するために、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

健康栄養学科 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能力を有し、人々の健康

の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献していく高い志を有する者（知識・技

能）

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステージおよび人々の状況に

対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行できる者（意欲・判断力・コミュニケーショ

ンスキル）

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠に基づいて実

証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造的・科学的思考力）

食創造科学科 

① 食創造科学領域における専門知識を深め、食と健康分野において必要な総合力を培い、豊かな食生活

と健康社会に貢献するために必要な知識と技能を有する者（知識・技能）

② 修得した知識をもとに食に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見いだし、創造性や先見性を有

した食創造力を持って食産業に貢献できる「食」の専門家として行動できる者（判断・関心・行動）

③ 食に関する問題に対し、科学的根拠に基づいて実証的に分析し、他者と協調・協働して新たな食品の

創造・創生の提案ができる能力を有する者（創造的・科学的思考力）
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＜福祉貢献学部＞ 

福祉貢献学部では、福祉に関する社会のしくみと対象の理解に必要な基礎知識を修得したうえで、対象者

の求めと必要を理解し、総合的に判断・実践できる人材の育成を目標にしている。この教育目標を達成する

ために、以下にあげるような能力を習得した学生に学位を授与する。 

① 知識・理解

人を多面的に理解し、人と社会環境の視点から問題・課題を理解することができる。

② 関心・意欲・態度

乳幼児期から高齢期までの人々の尊厳を重視してかかわることができる。

③ 思考・判断

対象者の求めと必要を理解し、総合的に判断することができる。

④ 技能・表現

体験と実習をとおして学びを深め、専門職としての基礎的実践力を身につけている。

＜交流文化学部＞ 

交流文化学部は、様々な文化背景を持つ人々との交流を通して、相互理解と尊重に基づきグローバル社会

の発展に積極的に貢献する人材の育成を目標にしている。この教育目標を達成するために、以下の能力を修

得した学生に学位を授与する。 

（1）多文化・異文化に関する基本的な知識を習得し、広い視野から社会をとらえ、理解することができ

る。（知識・理解）

（2）多様な考え方・生き方を受け入れることができる。（態度）

（3）獲得した知識・技能・態度などを活用して問題の解決を図ることや新しい社会・文化を生成するこ

とに貢献できる。（思考・判断）

（4）日本語と特定の外国語を用いて、読み・書き・聞き・話すことができる。多様な文化的背景を持つ

人々と効果的なコミュニケーションができる。（技能・表現）

（5）継続的に、自律して学習・探求することができる。（関心・意欲）

＜ビジネス学部＞ 

企業や職場を取り巻く環境は合理化、情報化、グローバリゼーションの波を受け、日々刻々と変化を遂げ

ている。ビジネス学部は、環境変化に柔軟に対応し、実社会で自ら道を切り開く人材を育成する。そのため

には、まず自らが持たない能力やスキルを持つ「他者」とつながり、「他者」の能力、スキルを活用するこ

とが不可欠となる。さらに、終身雇用制度の衰退、メンバーシップ雇用からジョブ型雇用への変化に対応す

るためには、「多様な業界に関する知識」を持ち、「高い職業意識」を育成することが必要となる。その上

で、簿記、ITパスポート、TOEICなど実務的に有用な資格を取得し、その資格を現場で「応用」可能なノウ

ハウを身に付けなければならない。合理化、グローバリゼーションの波に対応するためには、企業・団体等

との連携を通じたアクティブラーニング・海外インターンシップ研修によって「行動するチカラ」を高める

ことも必須となる。  

この目標を達成するために、ビジネス学部は「ビジネスイノベーション（マーケティング×経営学×アク

ティブラーニング）」、「ビジネスアカウンティング（会計理論・実務×経営分析×アクティブラーニン

グ）」、「グローバルビジネス（国際経済・国際金融×ビジネス英語×アクティブラーニング）」の3専修

を設置し、専修を相互に横断できる柔軟性に富むカリキュラムを編成し、以下のような知識・能力を身に付

けた者に学位を授与する。 

DP① ビジネスパーソンとして不可欠となるコミュニケーション力・情報スキルをみがく「つながるチ

カラ」

DP② 多様な業界に関する知識を修得し、シゴトを理解していると同時に高い職業意識を持つことによ
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って高められる「適応するチカラ」 

DP③ 資格を取得し、そのスキルを社会で役立てることを可能にする「応用するチカラ」 

DP④ 企業・団体等と連携したプログラムや海外インターンシップ研修など、実践を通じて主体的にや

り抜く「行動するチカラ」 

＜グローバル・コミュニケーション学部＞ 

グローバル・コミュニケーション学部では、グローバル社会において、文化や価値観の異なる人々と協力

してさまざまな課題や問題を解決する能力のある「地球市民」を育成することにしている。 

（DP1） 

国内・国外の文化や社会情勢を理解し、世界の人々に説得力のあるメッセージを発信するために必要な

知識を身に付ける。 

（DP2） 

グローバル社会であらゆる状況に対応するために必要な英語運用能力、英語コミュニケーション能力、

問題解決能力を身に付ける。 

（DP3） 

文化や価値観が異なる社会での学修や体験を通じ、社会的・文化的背景の異なる人々の違いを認め、同

じ「地球市民」として共生するように考えることができる姿勢を身に付ける。 

（2） カリキュラム・ポリシー

＜文学部＞

文学部は、学部共通の必修科目と、学科ごとの専門教育課程を通じて、言葉の力を錬磨することにより、

人間探究の精神と創造的思考力を身につけ、社会に貢献できる優れた人材を育成する。学部共通必修科目

は、文学部所属の学生の精神と学修の方向づけを行い、学科の専門教育科目をより有益で発展的なものとす

る土台となるものである。 

本学部の求める４つの能力の修得のために、共通必修科目は以下のような方針でカリキュラムを編成す

る。 

人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することができる（知識・理解）能

力を身につけ、人間探究の精神を不断に持ち続けること（関心・意欲・態度）の基盤として、「人間探究」

を1年次必修とする。大学および文学部で学ぶことの意義を理解して、人間と社会に対する深い洞察力に基

づく、広い視野に立った課題探求能力や実践力を身につけるために何が必要かを考えることを求める。この

科目は、学部所属の専任教員が担当する。 

言葉の力を不断に錬磨し、創造的思考力すなわち「物事の本質を認識する力」、「課題を発見し解決策を

引き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝える力」（思考・判断・技能）を発揮するために、「日本語

表現1 2」を1年次の必修とする。日本語リテラシーの基礎を習得し、言葉の力を不断に錬磨すること(表

現・態度)、そしてその意義を理解する。 

さらに、社会の発展に寄与できる人材を育成するために、キャリア教育科目を３年次の必修科目として、

大学卒業後の進路について考える。国文学科「キャリアプランニング」、総合英語学科「Globalization  

and Society」、教育学科「職業としての教育」といった、学科の教育方針に沿った実践的な授業によっ

て、幅広い視点をもち、自らが活躍できる場を意識する機会とする。 
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国文学科 

本学科の求める4つの能力の修得のために、以下のような方針でカリキュラムを編成する。 

古典文学／近・現代文学／国語学／中国文学の各領域を、段階・目的別に〈基礎科目〉〈基幹科目〉〈基

本科目〉〈展開科目〉〈実践科目〉〈中核科目〉へと分類し、体系的な学修ができるように教育課程を編成

することで、「国文学に関して幅広い知識を習得し、我が国の文化、歴史および伝統に対する理解と関心を

深めることができる（知識・理解）」能力を身につけられるようにする。 

この目標を実現するために、学科独自の必修科目として「演習Ⅰ」（3年次）、「演習Ⅱ」（4年次）、

「文献講読演習」（4年次）および「卒業論文」（4年次）を開講する（ただし、「卒業論文」を除き選択

必修科目）。これは各自の興味と関心に応じて自由に科目を選択し学修することで、「文学作品または言語

現象の中から新たな問題を発見し、自ら調べ考えることによって解答を導き出すことができる（関心・意

欲）」能力を主体的に伸ばしていく機会を多く設けるためである。 

さらに、「自らの考えを論理的かつ効果的に、文章で表現することができる（思考・判断）」能力と「デ

ィスカッションやプレゼンテーションに見られる、口頭でのコミュニケーション力を発揮できる（技能・表

現・態度）」能力を会得するためには、土台となる文章表現や論理的思考に関わる基礎的な力をまずは固め

ておく必要がある。導入教育の一環として〈基礎科目〉群14科目を開講し、アクティブ・ラーニングなど

の手法を用いながら、適切な方法によって自ら発信する力を涵養していく。 

これら4つの能力については、必修科目である「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」および「文献講読演習」における

少人数教育を通じてさらなる習熟をはかり、その成果を卒業論文として結実させることとする。 

なお、本学科の求める4つの能力はあらゆる「社会に貢献できる有為の人材」にとって欠かすことのでき

ないものであるが、その能力をより生かすことのできる道のひとつに、教育職員という職業がある。その志

望者のために、国語科教育についての豊かな経験を有する教員が担当する〈実践科目〉群10科目を開講す

る。 

総合英語学科 

 本学科が求める4つの能力の習得のために、＜基礎科目＞＜総合英語教育科目（スキル、理論、応用）＞＜

国際文化科目＞＜発展科目＞＜キャリアデザイン科目（TOEIC科目群、留学準備科目群、翻訳・通訳科目

群、ビジネス英語科目群、インターンシップ科目群、英語教員養成科目群）＞によって構成される専門教育科

目を編成する。 

 全ての授業を英語でおこなう＜スキル＞科目を1年次から3年次前期まで半期6コマずつ集中的に配置す

ることで、「英語のスキルと理論と応用力を修得し、英語で自在に「読み」「書き」「聞き」「話す」こと

のできる高度な英語運用能力（知識・理解）」を身につけられるようにする。2年次から開講される＜理論

＞科目では英語学の知識を使って英語理解の効率化を促し、＜応用＞科目では、＜スキル＞科目や＜理論＞

科目で学修した内容を一層発展させ、英語運用能力のさらなる向上を図る。 

 また、＜国際文化科目＞は、社会言語学的観点や数量的変化の調査も踏まえながら、英語が使われている

地域の文化、歴史などを学修する。文学作品の理解を授業の最終目標とせず、作品が作られた文化的・社会

的背景、作者の心理理解に焦点をあてる。さらに、＜発展科目＞に属する海外セミナーでは、半期か1年の

海外留学が可能である。これらの科目を履修することによって、「日本および英語が使われる国や地域の歴

史・文化についての知識と海外セミナー・海外インターンシップなどを通じて身につける鋭い国際感覚（技
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能・表現・態度）」を育成できる。 

 3、4年次では、＜キャリアデザイン科目＞を通して、目的を持ちながら英語を学修して、「キャリアに

必要な知識や技術の修得、およびキャリアアップにつながる英語力などの優れた職業人にとって必要な能力

（知識・技能）」を育成する。 

 ＜発展科目＞である「専門演習Ⅰ～Ⅳ」では、受講生が関心のある研究テーマを選び、調査した情報を基

に自律的に思考し、独自の議論を展開できる能力を養う。その研究成果は、4年次の「課題実践演習Ⅰ、

Ⅱ」にて、その授業内のプレゼンテーションやディスカッションを通じて自分の考えを推敲し、最終的には

卒業論文として形にする。これにより、「総合的な英語のスキルと理論と応用力を身につけたうえで、関心

のあるテーマを発見し、追究できる能力（関心・意欲・判断）」が育成可能となる。 

教育学科 

 本学科が求める4つの能力の修得し、確かな専門知識と優れた実践能力を有する小学校や特別支援学校の

教員、さらに生涯学習分野における指導者を養成することを目標として、以下のような教育課程を編成す

る。 

 開講科目を＜基礎科目＞＜発展科目＞＜小学校教員養成科目A＞＜特別支援学校教員養成科目＞＜小学校

教員養成科目B＞＜小学校教員養成科目C＞＜生涯学習指導者養成科目＞ に分類し、希望する職種に就くた

めに必要な資格が取得できるように体系的に授業科目を配置する。 

 ＜基礎科目＞＜発展科目＞として、教育および教職関係の講義・演習科目、教育体験実習科目を開講し、

「教育に関する専門的知識を習得し実践できる（知識・理解・表現)」能力を身につける。 

 ＜小学校教員養成科目A＞＜特別支援学校教員養成科目＞＜小学校教員養成科目B＞として、目指す進路

に応じた教員免許状取得のために必要な演習・講義・実習科目を開講し、「子どもの発達可能性を深く理解

することができる（関心・態度）」能力を有し、「障害のあるこどもも含めて、様々なこどもに対して適切

な指導と配慮を行うことができる（意欲・技能）」小学校や特別支援学校の教員を養成する。 

 さらに本学の理念である「違いを共に生きる」の実現に向け、学校という場にとどまらず、生涯学習分野

での指導者養成をも視野に入れ、＜小学校教員養成科目C＞＜生涯学習指導者養成科目＞として、「子ども

を取り巻く社会環境や歴史に広い視野を持つことができる（思考・判断）」力を伸ばしていく。 

＜人間情報学部＞ 

人間情報学部人間情報学科では、それぞれの専攻の人材養成目標にあわせたカリキュラム・ポリシーを以

下の通り定める。 

感性工学専攻 

感性工学専攻では、これからの持続可能な社会においてSTEAM人材として貢献し活躍することを目標と

して、人間の感性やユニバーサルデザインの観点から効果的に情報分野での新たな価値を創出できる能力を

身につけた人材を育成するために、以下のような方針でカリキュラムを編成する。 

1年次から2年次では、基礎的な知識と技能の修得のために、数学的スキルや情報管理に関する基礎科目

について演習形式の講義を中心に配置する。また、高校までに学んだ知識をさらに高度化して主体的な学修

を進めるために、ユーザに配慮したデザインや次世代システムの構築についての知識や技能を学修する科目
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群を編成する。3年次からは各専用のソフトウェアや基本的な数値解析手法やアルゴリズムについて学びな

がら、デザイン技術とプログラミング技術を身につけ、演習系科目を中心に3Dモデリング、映像コンテン

ツ、ロボット製作、センサー工学、IoT・インタラクティブアート、感性プロトタイピングなどの技術修得

へとステップアップできる科目群を編成する。またこれらの科目群により、AIスキルを活用した画像処理や

言語処理などについても学び、社会課題解決におけるAIの応用可能性を検討できる力を修得する。これらを

ふまえて卒業プロジェクトを開始し、ユーザの多様性や社会貢献を視野に入れた研究テーマを設定する。4

年次では、これまでの学修をとおして培った論理的思考、得られたデータの適切な分析をふまえて、卒業研

究を科学論文として完成させる。研究発表会にて効果的でわかりやすいプレゼンテーションをおこない、質

問に対して的確な回答ができるようにし、インタラクティブなコミュニケーション力を向上させる。 

データサイエンス専攻 

データサイエンス専攻では、多様化・複雑化する情報化社会において、データ分析のスペシャリストとし

て活躍できる人材を養成することを目標として、「人」の理解、心理的・生理的な測定技術、統計に基づく

データ分析能力、ならびにデータ分析におけるAI活用と多分野への応用能力を養うために、以下のような方

針でカリキュラムを編成する。 

心理的・生理的な測定技術や統計的分析能力、AI（人工知能）活用を含むプログラミング能力を養うため

に、必修科目として「実験法・分析法」、ならびに「プログラミング・データ活用」に関する科目群を編成

する。これらの科目群は全て演習形式とし、自ら実験計画やデータ分析目標を立て、それらを実施するとい

う主体的・体験的な学びを取り入れる。また、人の知覚や感情、行動、運動、性格等についての学修を深め

るための「心理科学」に関する科目群、スポーツを含む人の生理・生体についての学修を深めるための「生

体情報処理」に関する科目群、マーケティング等の実践的なデータ分析の活用能力を養うための「ビジネス

データ活用」に関する科目群を編成する。さらに、統計分析等の基盤となる数学についての学修を深める

「数理科学」に関する科目群、ならびに専攻の学びを将来のキャリアに繋げるための「キャリア形成」に関

する科目群を編成する。以上の7科目群では、系統ごとに1年次から段階的な学修ができるように各学年に

科目を配置し、3年次から始まる卒業プロジェクトを円滑に進めることができるように体系化する。論理的

思考力とデータドリブン型の実証能力により問題解決に取り組める能力を2年間の卒業プロジェクトで向上

させ、4年間の学修の集大成として卒業論文を完成させる。4年次に実施する成果発表会におけるプレゼン

テーションと卒業論文の完成度に基づいて卒業プロジェクトの評価を行う。

＜心理学部＞ 

本学部が目指す『4つの知識・能力を身につけた人材』の養成を実現するために、以下のような方針でカ

リキュラムを編成する。

『心の多様性、普遍性に気づき、人と社会がどのように相互作用するのかを理解する力』を効果的に獲得

できるよう、「心理学的な視点の広さ」と「科目間の有機的なつながり」を十分に考慮して1、2年次の科

目を配し、各授業を計画する。また、それらの授業は専任教員が中心となって担当する。 

「心理学」は、中等教育では学習されておらず、間違ったイメージを持っている可能性が高いことに鑑

み、1年次には心理学の基礎知識を幅広く学べる科目を配置する。心理学への興味関心を維持、喚起するた

め、1年次から2年次にかけては、段階的に、より高度で新しい心理学の知識の修得を目標とした科目を、

「生理・認知」「社会」「発達」「臨床」の領域でそれぞれ配置する。学生には、この4領域を偏りなく履

修することを求める。 

心の多様性、普遍性に気づき、理解するためには、以上のような1、2年次での幅広い視点からの段階的
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学修が必要不可欠である。この幅広い視点をさらに広げるため、専門領域に特化した心理学講義・演習科目

を3年次以降に配し、自由な履修を求める。また、多様な視点を獲得させるべく、教養および心理学関連の

講義科目を1年次から配置する。 

『科学的根拠に基づいて実証的に分析し、それに基づいて論理的に思考する力』を学ぶため、知識を修得

するための科目と同時に、1年次から実習、演習科目を必修とする。目には見えない心の働きを数量化、分

類化することは、論理的に思考するために必要不可欠である。そのため、実際に他人からデータを採取する

実習、演習科目を1年次から4年次まで、段階的に配置する。実習、演習科目で扱う題材は、基礎的知識を

修得する科目で学んだことに依拠するものとし、また実習、演習科目で求められるスキルもそれまでの科目

で修得したものとする。これらの実習、演習科目では、仮説の導出、データ収集・分析から結論を論理的に

導く過程を学ぶだけでなく、グループでのディスカッションや、口頭、並びに研究レポートによる研究成果

のプレゼンテーションを通じた、『コミュニケーション力』の向上も目指すものとする。 

公認心理師資格取得を強く希望する学生には、1年次より講義科目並びに実習科目を段階的に履修するよ

うに求める。公認心理師につながる心理職の知識・技能を獲得するために、1、2年次より心理職の知識や

関連領域の講義科目を配置し、2年後期からは、心理的支援の知識に関する講義科目や心理的支援の技術に

関する実習、演習科目を用意する。 

3年次以降の2年間は、専門演習、いわゆるゼミを用意し、ゼミに所属することを全員に求める。これ

は、1、2年次で修得した基礎知識とスキルを基に、学生自らが見つけた問いを、学生自らが心理学的アプ

ローチにより実証し、卒業研究として完遂することを求めるためである。これを修学の集大成とする。卒業

研究完成にいたる過程は、『幅広い人間行動や社会現象の中から問題点を発見し解決する力』の向上につな

げるものとする。学生が研究を実施するにあたり、その多様な関心に応えられるよう、専門が異なる多くの

専任教授陣を用意し十分な指導をおこなう。 

＜創造表現学部＞ 

1 創造表現学部のカリキュラム・ポリシー 

創造表現学部では、人間のあらゆる創造活動の中から言語表現、視覚的情報伝達、空間造形に特化してそ

れぞれを柱とする専攻を設け、作品を「生み出す」行為を学術的に理論づけ、実践的に学べるようカリキュ

ラムを編成する。また、創造性を涵養し、実社会で豊かに表現できる人材を育成するという目標を達成する

ために、各分野において「表現力」「創造力」「コミュニケーション力」を高められるよう具体的な課題解

決を題材として学んでいくことを重視しており、それらは特に演習や実習の授業の中でアクティブに展開さ

れる。そのため、教員にも実務家や芸術家・作家を多く揃え、学生の創造活動を幅広く支援できるような授

業体制をとる。 

学修の進行にも配慮し、1年次には、創作の魅力に触れる機会を提供して学修意欲を高めるとともに、多

様な表現方法の存在に目を向けられるような科目を用意する。2年次から3年次にかけては、基礎から応用

へと移行するための科目を習熟度に従って段階的に展開し、4年次には卒業プロジェクトやゼミの演習を通

じて学修の成果を作品や論考としてまとめることを主眼とする。さらに、学部共通科目や他専攻の授業を自

らの興味・関心に沿って履修することもできるようにし、多角的・総合的な視野を養うことができるような

システムを整える。各専攻のカリキュラム・ポリシーは次の通りである。

創作表現専攻 

（1）1・2年次は、基礎科目の学修と基礎演習等によるアカデミックリテラシーの養成とを軸にして、

文芸を中心とした創造的な表現活動に携わるための基礎的な知識および能力を身につける。
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（2）3・4年次は、応用科目の学修と演習での協同学習とを軸に表現技術を磨き、卒業プロジェクトに

学修成果を結実させる。

メディアプロデュース専攻

（1）講義科目を通じて、メディアプロデュースに関するさまざまな専門知識を身につける。

（2）実習系の授業を通じて、コンテンツに関する企画・構想力、表現力などのスキルを身につける。

（3）ゼミや演習系の授業を通じて、グローバル社会や地域文化、メディア産業等に関する知識を生かす

術を身につけ、コミュニケーション能力を身につける。

建築・インテリアデザイン専攻 

（1）講義科目を通じて、建築の専門知識を基礎から応用まで身につける。

（2）豊富な実習系の授業を通じて、様々なプレゼンテーションスキルを身につける。

（3）実験系の授業を通じて、物理現象を体験・理解し、専門技術を身につける。

（4）ゼミや演習系の授業を通じて、共同作業を行い、実社会で役に立つスキルを身につけるため、具体

的な問題解決を前提とした課題に取り組む。

（5）一級建築士、建築施工管理技士、インテリアプランナー等の資格取得に必要な指定科目を学修する

ことによって、それぞれの専門分野で役に立つ知識・能力を身につける。

2 学部共通科目の設置 

創造表現のスキルを磨くことは重要な課題であるが、何を表現し発信すべきであるのか、その理念や発想

こそが最も重要な部分である。本学部では、社会や文化に対する意識や分析能力の向上を教育の重点課題と

し、次の三つの観点からバックグラウンドの充実を図っていけるように、各専攻の学修の基盤となる学部共

通科目を設置する。 

（1）芸術的素養を身につける

文学・文芸・美術・デザイン・音楽等、芸術作品を理解する力を高め、創作意欲に結びつけ、芸術的

素養を磨いていく。 

（2）科学的分析力を身につける

現状を把握し読み解く力、論理的思考力、具体的提案能力など基礎的な思考力を高め、創造活動の深

化に結びつけていく。 

（3）社会的視野を広げる

社会・民族・宗教・政治・文化・歴史の諸問題に対する理解力を高め、現代社会の状況を論理的に分

析できる力を育み、創造活動の基盤を強化する。 

3 カリキュラムの全体構成 

授業科目は学部共通科目と各専攻の専門科目とに二分されるが、学生は、学部共通科目と各専攻の専門基

礎科目との学修を足がかりにして、以後、学年進行にしたがって、応用科目・発展科目へと段階的に履修す

る。 

授業科目の形態上の分類は、講義と演習、論文と制作、机上研究（デスクワーク）と体験的学修（フィー

ルドワーク）といった組み合わせからなり、更に、学修の段階に応じて理論系・制作系の科目と演習（ゼ

ミ）とを配置する。

＜健康医療科学部＞ 

健康医療科学部は2学科（言語聴覚学専攻、視覚科学専攻、理学療法学専攻および臨床検査学専攻を含む

医療貢献学科、スポーツ・健康科学専攻および救急救命学専攻を含むスポーツ・健康医科学科）で構成さ

れ、カリキュラムは、「高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上することに貢献し
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得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解と尊重を有する人材」を育成する

ために不可欠な基礎的知識とスキルを身につける目的で設定された「学部共通基礎科目」と、それぞれの学

科・専攻のディプロマ・ポリシーにもとづいて編成された学科・専攻ごとの「学科共通基礎科目」、および

専門的な科目によって構成する。 

医療貢献学科 言語聴覚学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 「言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有する者

（知識・技能）」となるために、言語聴覚学に関する知識と技能を学ぶための科目を1年次から4年次にか

けて段階的に必修科目で配置する。1年次では、学部共通基礎科目と学科共通基礎科目において主に基礎医

学、臨床医学、心理学、言語学に関する科目を配置し、言語聴覚学に関連する基礎内容について学ぶ。2年

次には、言語聴覚に関する高度な内容を修得するため、コミュニケーション障害に関する専門中心科目を多

く配置する。並行して、2年次後期から3年次前期にかけて障がい児・者の協力を得て、検査や訓練の実際

について理解を深めるための学内実習科目を配置する。さらに3年次には実習前演習を実施し、学内で学ん

だ知識・技能をもとに、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力の獲得を目指

す。4年次では学内外で学んだことについての理解をさらに深めるための演習科目を配置し、言語聴覚学の

知識と技能の総仕上げを行う。 

 「職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題点を発見し、新し

い検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断

力・開発力・コミュニケーションスキル）」となるためには、実験や統計、心理に関する知識と幅広い対象

者と接する機会が必要不可欠である。そのため、1年次から測定方法やデータ解析に関する科目、人を理解

するための科目を必修とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では職能の範囲にとどまらず、

高齢者施設・保育施設における体験実習をとおして幅広い対象者とのコミュニケーションについて学修す

る。3年次では、人を対象にした測定を行う演習科目を配置し、言語聴覚に関する高度な心理測定法やアセ

スメント法についてデータ収集の方法と分析の実際について理解を深める。

 「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）」とな

るためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実践するためのスキルを学ぶ必要があ

り、そのための演習科目を段階的に必修で配置する。1年次では、実験レポートや研究プレゼンテーショ

ン、グループディスカッションによって基本的なスキルを身につける。3年次前期からの2年間は、研究ゼ

ミに所属することを全員に求める。学生は、科学研究に必要な方法論について学び、関心のある言語聴覚学

の諸問題について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は4年次に提出する卒業論文と

してまとめられ、これを修学の集大成とする。 

医療貢献学科 視覚科学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 「視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有する者

（知識・技能）」となるために、視覚科学に関する知識と技能を学ぶための科目を1年次から4年次にかけ

て段階的に必修科目で配置する。1年次では、学部共通基礎科目と学科共通基礎科目において主に基礎医学

に関する科目を配置し、人体の生理・解剖など基本的な内容について学ぶ。2年次には、視覚に関する高度

な内容を修得するため、専門中心科目において視能矯正と視覚心理に関する専門科目を配置する。3年次か

らは検査や訓練の実際について理解を深めるための実習科目を配置する。学内で学んだ知識・技能をもと
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に、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力の獲得を目指す。4年次では学内外

で学んだことについての理解をさらに深めるための演習科目を配置し、視覚科学の知識と技能の総仕上げを

行う。 

 「職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法

の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力）」となるためには、実験や統

計に関する知識が必要不可欠である。そのため、1年次から測定方法やデータ解析に関する科目を必修とす

る。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では人を対象にした測定を行う演習科目を配置し、データ

収集の方法と分析の実際について理解を深める。さらに視覚に関する高度な実験的方法について学ぶための

演習科目を3年次に配置し、自由な履修を求める。 

 「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）」とな

るためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実践するためのスキルを学ぶ必要があ

り、そのための演習科目を段階的に必修で配置する。1年次では、実験レポートや研究プレゼンテーショ

ン、グループディスカッションによって基本的なスキルを、2年次で科学研究に必要な方法論について学

ぶ。3年次から2年間は、研究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、関心のある視覚科学の諸問題

について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は4年次に提出する卒業論文としてまと

められ、これを修学の集大成とする。 

医療貢献学科 理学療法学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 「理学療法士の国家資格取得を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有す

る者（知識・技能）」となるために、理学療法学に関する知識と技能を学ぶための科目を1年次から4年次

にかけて段階的に必修科目で配置する。1年次には、「学部共通基礎科目」と「学科共通基礎科目」の中で

主に基礎医学、臨床医学に関する科目を配置し、人体に関連する基礎内容について学ぶ。2年次には、全世

代に対応できる理学療法士を育成するために、理学療法に関する専門的な科目を配置する。さらに、本専攻

が目指す養成人材の特性を明確化するために、小児理学療法に関する専門科目を多く配置する。3年次には

2年次に学習した内容の理解を深めるために実習科目を配置し、高度な実践能力の獲得を目指す。4年次で

は学外臨床実習を行うことで、学内外で学んだことについての理解をさらに深め、理学療法学の知識と技能

の総仕上げを行う。 

 「理学療法士として、多職種の視点も加味して問題点を発見し理学療法を行い得る知識と技能を有すると

同時に、新しい検査や練習・支援技法の開発に意欲を有する者（意欲・判断力・開発力）」となるために、

専門科目として検査・測定、練習、指導に関する科目を配置し、対象者と接する機会を設定する。1年次か

ら測定方法やデータ解析を学ぶと同時に、人を理解するための科目を必修とする。これらの知識をもとに、

2年次では小児、高齢者理学療法に関する知識を習得し幅広い対象者の検査・測定、練習・指導技法につい

て学修する。3年次では、実習科目を配置し、理学療法の実践的な検査・ 評価、練習・指導技法の実際に

ついて理解を深め、実践力を高める。4年次には臨床実習を配置し、理学療法に求められる知識と技能の水

準を理解することに加え、多職種連携の実際について学び理学療法士の役割を統合的に理解する。 

 「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）」とな

るために、専門科目として実験・統計に関する科目、研究手法に関する科目に加え、演習科目を段階的に配

置する。1年次は、レポートやプレゼンテーション、グループディスカッションによって科学的な根拠を探

索するための手法や議論に必要な情報を共有する技術を身につける。2年次には科学研究を遂行するための
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研究倫理と方法論について学び、課題解決に必要な論理的思考力を養成する。3年次および4年次は、各研

究室に所属し、個々の目的意識に基づいて理論、研究、実践の各側面から議論を深め統合する力を身に着け

る。学生は、理学療法学に関する諸問題を広い視点で調査し、設定した課題を論理的思考過程を経て実証

（検証）する。その成果は4年次に発表し、審査教員の批評を踏まえて提出する卒業論文としてまとめ、こ

れを修学の集大成とする。 

医療貢献学科 臨床検査学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 「臨床検査技師の国家資格取得を目指し、高い倫理観を持った臨床検査の専門家として必要な知識と技能

を有する者（知識・技能・臨床力）」となるために、臨床検査学に関する知識と技能を学ぶための科目を1

年次から4年次にかけて段階的に必修科目で配置する。1年次には、「学部共通基礎科目」と「学科共通基

礎科目」の中で主に臨床検査学の基礎科目を配置し、人体に関連する基礎内容について学ぶ。2年次には、

全世代に対応できる臨床検査技師を育成するために、臨床検査に関する専門的な科目を配置する。3年次に

は2年次に学習した内容の理解を深めるために実習科目を配置し、学外臨床実習を行うことで、高度な実践

能力の獲得を目指す。4年次では学内外で学んだことについての理解をさらに深め、臨床力を高めるために

臨床検査学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 「チーム医療実践のための基本的能力を有し、職能の範囲にとどまらず、問題点を発見し解決するための

知識と技能を有する者（意欲・判断力・コミュニケーションスキル）」となるためには、臨床検査学のみな

らず医学・医療全般に関する知識、そして人間や社会に対する理解に基づいたコミュニケーションスキルが

必要不可欠である。そのため、1年次から基礎医学や統計学に関する科目、人や社会を理解するための科目

を必修とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では臨床検査学に関する科目に加えて、本学独

自の先制医療検査学や地域医療検査学によって幅広い医療職と協働する検査・測定・支援の技法について学

修する。3年次では、実習科目および学外臨床実習を配置し、臨床検査の実践的な技法について理解を深め

る。 

 「臨床検査に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け科学的な根拠にもとづいて論理的に思考し実証的

に分析する能力を有し、科学技術の進歩を踏まえた新たな検査の開発および評価を行い得る知識と技能を有

する者（科学的思考力・開発力）」となるためには、情報を理解・分析する能力や実験・統計に関して修得

した知識をもとにして、研究を実践するためのスキルを学ぶ必要があり、そのための演習科目を段階的に必

修で配置する。1年次では、レポートやプレゼンテーション、グループディスカッションによって科学研究

に必要な基本的なスキルを身につける。2年次で科学研究に必要な基礎的な方法論について学ぶ。3年次か

らの2年間は、研究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、科学研究に必要な方法論について学び、

関心のある臨床検査学の諸問題について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は4年次

に提出する卒業論文としてまとめられ、これを修学の集大成とする。 

スポーツ・健康医科学科 スポーツ・健康科学専攻

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。

 「スポーツ・運動科学および健康科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯にわたる健康

の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能）」になるために、学科共通基礎科目に3つ

の科目群「基礎科目」「応用科目」「研究科目」を構成し、これらの科目を1年次から4年次にかけて段階

的に配置する。「基礎科目」は、基礎的な分野に属する科目群であり、1・2年次を中心に配置する。「基

礎科目」はスポーツ科学、体育学、医学、メンタルヘルス、栄養学の各分野の基礎科目であり、これらの分
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野の必修科目を履修することによって、学校教育および健康教育・ヘルスプロモーションに関する入門的な

内容を幅広く修めることができる。「応用科目」は入門的な内容を修めた学生を対象としたより専門性の高

い内容を学修する科目群であり、2・3年次を中心に配置する。「応用科目」では、身体のメカニズムと健

康のあり方、スポーツ・運動の知識とその技術や指導法を、またメンタルヘルスや栄養学を学ぶことによっ

て、多角的に健康を維持・増進する方法を理解することを目標としている。さらに、「研究科目」である健

康科学研究Ⅰ〜Ⅳにおいてスポーツ・運動科学および健康科学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 「修得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、それをもとに行動

できる者（意欲・判断力・創造力・行動力）」になるためには、研究法や統計学に関する知識が必要不可欠

である。そのため、2年次からは調査法や各分野における演習科目を配置し、各分野における測定の方法や

データの分析に関する理解を深める。さらに、３年次には研究手法や実践的な統計法を学ぶ科目を必修科目

として配置し、研究を実践するための能力を高めている。 

 「スポーツ、運動および健康に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に

思考する能力を有する者（科学的思考力）」になるためには、健康科学に関する知識をもとにした研究を実

践する能力が必要である。そのための演習科目を段階的に配置し、1年次はレポートやプレゼンテーショ

ン、グループディスカッションの基本的なスキルを学び、2年次では研究の方法論を学ぶ。3年次から2年

間、学生は研究ゼミに所属し、関心のあるスポーツ・運動科学および健康科学の諸問題について問いを自ら

見つけ、仮説を生成し、実証することが求められる。その成果は4年次に提出する卒業論文としてまとめら

れ、本専攻での学修を結実させていくとともに、卒業後の進路を見据えた専門知識・技能の定着を図る。 

スポーツ・健康医科学科 救急救命学専攻

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。

「救急救命士の国家資格を目指し、健康と救急救命を中心とした医学に関する基礎的な知識を有し、その

知識を背景として人命を守り、社会に貢献できる者（知識・技能）」を育成するために、健康科学および救

急救命学に関する知識と技能を学ぶ科目を1年次から4年次にかけて段階的に必修科目として配置する。1

年次では主に基礎医学に関する科目を配置し、人体の解剖・生理など基本的な内容を学ぶ。2年次には救急

救命に関する高度な知識を修得するために内科・外科学に関する専門科目を配置する。3年次にはより専門

性の高い知識と技能を修得するために消防署や病院での臨地実習を配置し、救急車同乗実習・病院実習にお

いて組織的な活動と高度な実践力の獲得を目指す。4年次には学内外で学んだことについての理解をさらに

深めるための演習科目および実習科目を配置し、救急救命および救急現場において必要となる知識、技能の

総仕上げを行う。 

「救急救命士として必要とされる総合的な観察力、知識にもとづいた判断力、およびコミュニケーション

能力を有し、それをもとにチームワークとリーダーシップのある行動ができる者（観察力・判断力・コミュ

ニケーションスキル・行動力）」になるために、救急救命士として必要な実践力を修得するための学内実習

を各学年に配置する。1年次、2年次は救急現場での基礎的な技術や特定行為（医師の具体的指示を得て行

う救急救命処置）の理論と手技を修得する。3年次、4年次には個人のスキルを活かすとともに、チームで

協働する実践力を体系的に修得する。 

「救急救命士として求められる科学的根拠にもとづいた論理的な思考力を有する者（科学的思考力）」と

なるためには、救急救命に関する知識をもとにした研究を実践する能力が必要である。そのための演習科目

を段階的に配置し、1年次はレポートやプレゼンテーション、グループディスカッションの基本的なスキル
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を学び、2年次では研究に必要な方法論を学ぶ。3年次から2年間、研究ゼミに所属し、関心のある救急救

命の問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力

を身につける。その成果は4年次に提出する卒業論文としてまとめられ、本専攻での学修を結実させていく

とともに、卒業後の進路を見据えた専門知識・技能の定着を図る。 

＜食健康科学部＞ 

食健康科学部は2学科（健康栄養学科、食創造科学科）で構成され、カリキュラムは「食健康科学分野で

「食」と「栄養」の専門家として社会貢献する人材、さらにすべての人の生活の質を向上させることに貢献

し得る人材」を育成するために不可欠な基礎的知識とスキルを身につける目的で設定された「学部基礎科

目」と、それぞれの学科のディプロマ・ポリシーにもとづいて編成された学科ごとの「専門教育科目」によ

って構成する。 

健康栄養学科 

 本学科は、管理栄養士養成課程であるため、法令に適合した専門基礎分野および専門分野からなる科目編

成を基本としている。教育内容は、管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な

実践能力 を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献していく知識・

技能を有する人 材養成を達成するために、必要な科目を体系的に編成する。 

 教育内容としては、1年次を中心に、「専門基礎科目」と「学科基礎科目」を導入し、管理栄養士の社会

的役割について理解を深めながら、学びに対する動機付けと将来に向けた目標設定を促すための科目（「管

理栄養士概論」、「早期体験学習」）を配置する。2年次・3年次は、主として管理栄養士として必要な高

度な専門知識を身 につけるための「専門中心科目」を配置する。このうち3年次の臨地実習とその事前・

事後学修のための科目、在宅を含む対象者への適切な栄養管理が実践できるための知識と技術を修得するた

めの科目（「対人技術演習」、「栄養総合演習Ⅰ」）などを配置して、強い使命感と判断力、豊かなコミュ

ニケーション能力を有し、各ライフステージおよび人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調

しながら遂行できる人材養成を図る。3年次・4年次では、これまでの学びの集大成として、積み上げてき

た各分野における知識と技能を融合させながら、少数で構成されるゼミナールによる卒業研究指導科目、お

よび各専任教員の専門領域に関する演習科目などの「専門中心科目」や「学科発展科目」を配置して「健

康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に分

析し、論理的に思考する能力を有する人材養成を図る。 

これらの教育内容を効果的に学修できるように、「専門基礎科目」、「専門中心科目」および「学科発展

科目」などの学修方法は、講義に加え、実験・実習・演習も組み入れながら、基礎的な知識と実践的な技能

の修得を図る。 

 学修の成果は、学期ごとの定期的な成績評価と、3年次の臨地実習評価、4年次の総合演習および卒業研

究に対する評価によって確認し、最終的にディプロマ・ポリシーの到達状況を判断する。 

食創造科学科 

食創造科学科では、豊かな食生活と健康社会に貢献し、創造性や先見性を有した食創造力により食健康科

学分野で貢献できる人材を育成するため、幅広い教養と科学的かつ多角的な視点を有し、積極的に地域社会

へ関わる姿勢を身につけるため、食創造科学の6領域である食品学領域、調理学領域、健康学領域、栄養学

領域、食文化領域、食創生領域のそれぞれの「専門基礎科目」を経て、「専門中心科目」へと体系的に学修

する。 
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 教育内容としては、1年次は学びに対する動機付けと将来に向けた目標設定を促すための科目を配置す

る。食創造力を培うための食創造科学6領域である「専門基礎科目」を配置し、各領域の主となる科目を必

修とし、各領域の実験・実習科目を選択必修とする。実験・実習科目はそれぞれに対応する講義科目の単位

取得後に履修することを条件とする。また、食創造科学6領域の「専門中心科目」により実践的な食創造力

を養成する専門科目を配置する。2年次は食健康科学分野での食創造科学の役割を各領域の専門分野の概論

から学修する「学科基礎科目」を配置する。そして、食科学コース、食・健康創造コースの履修モデルや各

種資格取得のための学修モデルを理解し、選択科目である各領域の「専門中心科目」を修得する。また、1

年次後期と2年次前期では、少数で構成されるゼミナールにより食創造科学各分野の学修段階で修得した知

識と技能を実践するため、文献講読や専門基礎オリジナル研究を遂行し、食創造力とコミュニケーション力

を高める「食創造科学基礎演習」、「専門基礎演習Ⅰ」を配置する。さらに2年次後期に「専門基礎演習

Ⅱ」で食創造科学の各分野のゼミナールを選択し、3年次から卒業研究を遂行するための基礎研究能力を培

う「食創造科学研究Ⅰ～Ⅳ」を配置する。また、3年次は食産業や健康産業で活躍できるキャリアスキルを

身に着けさせる必修科目を配置する。3年次・4年次はこれまでの学びの集大成として、積み上げてきた各

分野における知識と技能を融合させながら、少数で構成されるゼミナールによる卒業研究指導科目、および

各専任教員の専門領域に関する演習科目などを配置して食健康科学分野に関する問題を自ら発見し、問題解

決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する人材養成を図る。 

 これらの教育内容を効果的に学修できるように、「専門基礎科目」、「専門中心科目」および「学科発展

科目」の学修方法は、講義に加え、実験・実習・演習も組み入れながら、基礎的な知識と実践的な技能の修

得を図る。学修の成果は、学期ごとの定期的な成績評価と、4年次の卒業研究に対する評価によって確認

し、最終的にディプロマ・ポリシーの到達状況を判断する。 

＜福祉貢献学部＞ 

福祉貢献学部では、乳幼児期から高齢期までの各ライフステージにおいて、すべての人が一人の人間とし

て尊重され、その人らしく豊かな人生を送ることができる社会を希求する福祉マインドを養うことを目的と

している。そして、超少子高齢社会で活躍する福祉マインドをもった高度な専門性を備えた福祉専門職、な

らびに広く社会の様々な分野で活躍し、共生社会の実現に貢献する人材を育成するという二つの目的を達成

するため以下のような方針でカリキュラムを編成する。 

福祉貢献学部独自のカリキュラムでは、1・2年次学部基礎科目において「福祉マインドを培う」「福祉

に関する社会のしくみと対象の理解」に必要な基礎知識を修得するとともに、1年次から4年次まで「対象

者の求めと必要」を理解し、「総合的に判断・実践できる力」を身につけるため各専攻が設定した科目群に

おいて、それぞれの段階で、福祉・教育に関する知識と研究方法を学修することができる。 

以下、福祉貢献学部各専攻の独自のカリキュラムの設置の教育的狙いについて概要を示す。 

福祉貢献学科 社会福祉専攻 

 社会福祉専攻では、社会福祉、精神保健福祉、福祉関連の3つの科目群を置き、社会福祉士、精神保健福

祉士等の国家資格を目指し、専門職としての実践を通して社会に貢献する人材、および教育や福祉に関する

専門的知識・実践力・マインドを習得し、福祉社会の成熟に貢献できる人材の育成のためのカリキュラムを

編成する。資格取得に向けて、社会福祉学および関連する学問の知識を学修するとともに援助技術・実践力

を体系的に積み上げることができるようにするだけでなく、人々の生活に向き合い、地域社会に貢献する人

間力を身につけることも視野に置いている。 

1年次より社会福祉の本質・目的、社会のしくみを理解し、対象者に関する基礎理論を学ぶ科目を配置する。 

2・3年次 社会福祉援助の基礎的技術を習得し、対象者の求めと必要に応じた総合的判断をすることがで
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きる科目と実習を配置する。 

4年次 ゼミをとおして、専門的な学びを深め、卒業研究に取り組む。 

福祉貢献学科 子ども福祉専攻 

 子ども福祉専攻では、子ども家庭福祉、保育・幼児教育、子ども福祉関連の3つの科目群を置き、保育士

資格や幼稚園教諭免許状の取得を目指し、幼児教育の専門家として中心的な役割を担い得る人材、および幼

児教育の範囲にとどまらず社会福祉の知識をも利用して、社会が必要とすることに積極的にかかわれる人材

の育成を目指す。さらに卒業研究および資格・免許の取得に向けて取り組む中で、子ども福祉および関連領

域の学問の知識を学修するとともに保育・幼児教育の技術・実践力を体系的に積み上げることができるよう

にする。 

1年次 保育・幼児教育の本質・目的を理解し、子どもの発達に関する基礎理論を学ぶ科目を配置する。 

2・3年次 保育の基礎的技術、内容、方法を身につけ、子どもが主体の環境を構成するための科目と実習

を配置する。 

4年次 ゼミをとおして、専門的な学びを深め、卒業研究/卒業論文に取り組む。 

＜交流文化学部＞ 

本学部では、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、さまざまな文化背景を持つ人々との交

流を通して、相互理解と尊重に基づきグローバル社会の発展に積極的に貢献する人材を育成するために、以

下のようにカリキュラムを編成し、実施する。 

1. 一人一人の学生の興味・関心・適性に応じて、多角的に学ぶことを可能にさせるとともに、専門性を備

えた知識と実践的な能力を習得させるために、「ランゲージ」および「国際交流・観光」の2つの専攻

を置く。ランゲージ専攻には4つの専攻プログラム＊1、国際交流・観光専攻には4つの専攻プログラム＊2

を設ける。

学生は、1年次に広範囲にわたるカリキュラムの中からさまざまな学問領域の履修を進め、2年次に自

らの専攻において専門分野としての専攻プログラムを決定する。 

2. 専門分野の知識・能力を着実に習得させるために、専門科目に中心科目、基盤科目、体験科目、プロジ

ェクト科目の4つの科目群を設けるとともに、すべての学生に、基盤科目における1つ以上の外国語を履

修すること、また体験科目の所定の単位数を修得することを義務付ける。

中 心 科 目 ：専門分野の知識を習得させるために、基礎的な科目から発展的な科目へと段階的

に講義科目を配置する。 

基 盤 科 目 ：国際社会で活用できる言語コミュニケーション能力を身に付けさせるために、英

語・中国語・韓国語などの言語科目を体系的・段階的に配置する。 

体 験 科 目 ：実践的な能力を習得させるために、特定の事象や事例についてディスカッション

や模擬実践活動などを通して学ぶケーススタディ科目、国内外の現場での学修を

主眼に置いた語学研修やフィールドスタディ科目を設ける。 

プロジェクト科目：本学部が目指す国際社会に貢献できる人材の育成を目指し、様々なタイプのプロ

ジェクトの実施に必要な企画力や分析力を養成するために必修科目としてのプロ

ジェクト科目を設置する。学生は1年次には基礎演習を履修し、文献検索・プレ

ゼンテーション・論文作成など基礎的なアカデミックスキルを演習形式で習得

し、2、3年次には交流文化演習を履修し調査の実施や企画の立案と実行により専

門領域に関する知見を深め、4年次には卒業プロジェクトを通して、修学の集大

成である卒業研究論文の完成を目指す。 

36



＊1 イングリッシュ・エクスパート、チャイニーズ・エクスパート、コリアン・エクスパート、日本語

教育 

＊2 エリアスタディーズ、グローバルスタディーズ、観光ホスピタリティ、観光デザイン 

＜ビジネス学部＞ 

ビジネス学部が目標とする「5つのチカラ」を身に付けた「環境変化に柔軟に対応し、実社会で自ら道

を切り開く人材」を育成するために、以下の方針でカリキュラムを編成し、実施する。 

CP① ビジネスパーソンとして必要となるコミュニケーション力・情報スキルに代表される「つながる

チカラ」を育成するために、「コミュニケーションスキル系」・「情報スキル」科目群（クラス

ター）を設定する。「コミュニケーションスキル系」科目群には、成果発表を目指す強度の高い

グループワーク科目を1年前期に開講して全専任教員が担当し、アドバイザーとしての役割も果

たすことで、導入教育としての効果も実現する。さらに、社会で他者と協働する上で不可欠とな

る「ビジネスとマナー」・「ビジネスプレゼンテーション」といった科目を置き、1・2年次で修

得することを推奨する。また、「データ分析とレポート作成」・「ビジネス統計基礎」などを置

く「情報スキル」科目群と合わせて、「つながるチカラ」を育成する。 

CP② 多様な業界に関する知識を修得し、シゴトを理解していると同時に高い職業意識を持つことによ

って高められる「適応するチカラ」を育成するために、「シゴト学」科目群を設定する。「シゴ

ト学」科目群には、実際に社会に出て働く上で必須となる経営学の知識を学ぶ「シゴト学入

門」、「小売・流通の基礎知識」・「製造業の基礎知識」など業界の事情を学ぶ科目、3年次に

は実際にビジネスの世界で活躍する実務家の経験から学ぶことで、自らのキャリアパスを描く

「私のシゴト学」を配置する。多様な業界のより「リアル」な知識の修得と、実務家との交流を

通じて職業意識を高め、流動的な未来に「適応するチカラ」を修得する。 

CP③ 資格を取得し、そのスキルをビジネスの現場で役立てることを可能にする「応用するチカラ」を

育成するために、会計教育センター、情報教育センターと連携し、資格取得を学習面、経済面で

支援する「応用力育成プログラム」・「資格試験サポートプログラム」を設ける。さらに、資格

で学んだ知識を現場で活かすことを目指し、実務経験のある教員が担当する応用科目を「ケース

スタディⅠ・Ⅱ」・「経営分析Ⅰ・Ⅱ」「会計実務Ⅰ・Ⅱ」など多数設置し、専修を問わず履修

できるようにすることで、「応用するチカラ」を修得する。 

CP④ 企業と連携したプログラムや海外インターンシップ研修など、3専修すべてに企業と連携する

「アクティブラーニング科目」の修得を必修で義務づけ、実践を通じて主体的にやり抜く「行動

するチカラ」を育成する。 

なお、ビジネス学部では、専攻（コース）・専修を問わず、「ゼミナール科目」を1年次から4年次まで

の全ての年次に設定する。特に2年次から始まる専門別の「ゼミナール科目」では、学修成果を体系的にま

とめ、「見える化」するために、「ビジネスイノベーション専修」・「ビジネスアカウンティング専修」で

は「卒業論文」を、「グローバルビジネス専修」では、「Bilingual Internship Overseas/Domestic」の

成果を取り込みつつ、派遣先の政治経済情勢や企業分析をまとめた「リサーチペーパー」の提出を全員に義

務づけ、個別に綿密な研究・調査指導を実施する。 

 以上のカリキュラムを通じて、ビジネス学部では「環境変化に柔軟に対応し、実社会で自ら道を切り開く

人材」の育成という目標を達成する。 

＜グローバル・コミュニケーション学部＞ 

グローバル・コミュニケーション学部では、グローバルな視点を持ち、どのような状況にも十分に対応で

きる実践的な英語コミュニケーション能力を備える人材を育成することを目的とする。そのため、本学部の
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カリキュラムは「中心科目」「スキル科目」「セミナー科目」から構成されている。

「中心科目」（Core Subjects）では、グローバルな視点を持ち、多様化する社会で地球市民として活躍

するために必要な知識を身につける。対人から集団にいたる様々な状況におけるコミュニケーションや、異

なる文化との摩擦、および交渉などに対応できるよう言語とコミュニケーションについて学ぶ「Language 

and Communication」（異文化コミュニケーション）と日本の文化や歴史、伝統をグローバル社会にお

ける日本という視点から学ぶ「Global Japan Studies」（国際日本学）の2つの科目群によって専門教育

科目を構成する。本学部の学生は、1年次後期に「異文化コミュニケーション」または「国際日本学」のい

ずれかのコースを選択し、それぞれの科目群に配置してあるBasicレベル科目（1年次）、Intermediateレ

ベル科目（2年次）、およびAdvancedレベル科目（3年次・4年次）を段階的に履修する。 

「スキル科目」（Skill Subjects）では、グローバル社会で必要となる英語運用スキルを身につける。ス

キル科目は、英語運用能力を徹底的に磨くための「English Language Skills」、高度な英語コミュニケー

ション能力を身につけるための「English Communication Skills」、学術的な言語運用能力を高めるため

の「Academic Skills」の3つの科目群から構成される。学部専門科目の授業が英語で実施されるため、ま

た、2年次前期後半（6〜7月）には全員が海外渡航をするため、英語で授業を理解し単位を修得できるよ

う、1年次には「FEP（First-year English Program）」という集中的な英語学習プログラムを設置して

いる。2年次と3年次には「STEP（Second and Third-year English Program）」というプログラムを

設置し、海外渡航後も継続してより高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を高めることを目指して

いる。 

「セミナー科目」（Seminar Subjects）では、4年間の切れ目のない指導を通じて、異文化適応能力を

高め、問題発見・解決能力を身につける。1年次には、大学における学修の意義、知識とその獲得手法につ

いて理解を深める（「New Student Seminar」）。さらに1年次から2年次にかけて「Study Abroad」

の準備として、海外に目を向ける姿勢を育成する（「GLOCOM Practicum 1」「同2」「Seminar 

1」）。海外渡航後は、これまでの学びを振り返り、自らの関心を見出し深める（「Seminar 2」「同

3」）。3年次、4年次には見出した問に対し情報収集を行い、解決手法について理解を深め、その学修の

集大成として英語で卒業論文を完成させる（「Seminar 4」〜「同11」）。 

（３）アドミッション・ポリシー

愛知淑徳大学は、「違いを共に生きる」を理念として掲げ、性別、国籍、年齢、異なった能力など、さま

ざまな違いをもつ者が共に学ぶ環境づくりに努めている。その環境の中で繰り広げられる多彩な教育・研究

活動を通じて、広い視野と深い思考力を身につけ、時々刻々と変化する現象に対する洞察力と時代を先取り

する先見性を獲得し、さらに、新たな価値の発見とその普及のための優れた実践力が養成されている。この

ような伝統を継承し、さらに推し進めるための学生受け入れ方針として、多様な入試制度を導入している。 

＜一般選抜＞ 

一般入試 

多様な教科型入試。 

一般入試は人文科学、社会科学、自然科学、語学など広い範囲に関する学力を基盤とし、その中の特定分

野の知識やスキルを入学後の専門教育での学修に有効に活かしたいと考えている者を対象とした入試。入試

方式（前期3教科型、前期2教科型、共通テストプラス型、後期）に従って、学科・専攻での学修に関係の

深い科目や自らが得意とする科目を選択（一部の入試方式、学科・専攻では必須もあり）して受験する入試

である。 
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共通テスト利用入試 

大学入学共通テストの教科（科目）のうち、本学が指定した教科（科目）を利用する入試（前期3教科

型、前期４教科型、後期）。 

様々な分野において培った基礎学力を活かし、大学入試センターが実施する大学入学共通テストを利用し

て入学を希望する者を対象とした入試である。 

＜学校推薦型選抜＞ 

公募制推薦入試 

高等学校で身につけた基礎学力や思考力を問う入試。 

日本語や英語の知識と運用能力、分析的認識力、論理的思考力を持ち、それらを大学での専門的学修に活

かしていこうと考えている者を対象とした入試である。所属学校長による推薦を受けた者を対象とする。 

指定校制推薦入試（一般） 

本学が教育的連携を強化している高等学校に所属する者を対象とした入試。 

 本学での学修を第一希望とし、高等学校での学習において優秀な成績を収め、 所属学校長による推薦を

受けた者を対象とする。高等学校と大学との教育的連携を重視し、全学科・専攻共通の課題で入学前指導

（フォローアップ）を実施する。

指定校制推薦入試（クラブ） 

所属高等学校のクラブ活動において傑出した成績を残し、本学でのクラブ活動において中心的な存在とし

て貢献することが期待される人材を対象とした入試。本学での学修を第一希望とし、所属学校長による推薦

を受けた者を対象とする。全学科・専攻共通の課題で入学前指導（フォローアップ）を実施する。 

＜総合型選抜＞ 

本学での勉学を強く希望し、第一志望として入学を志す者を対象とした専願制入試。大学の理念を理解

し、その理念を促進、発展させることに貢献できる能力や個性を持つ者の入学を期待する。 

大学理念・違いを共に生きる入試 

 本学の理念である「違いを共に生きる」に共感し、その理念のもとで学修する強い意欲を持つ者を対象と

する。全学科・専攻共通の課題で入学前指導（フォローアップ）を実施する。 

活動実績入試 

 高等学校でのバランスのとれた学習成果を背景に課外活動や資格取得、検定試験などで優れた実績を挙げ

た者を対象とする。全学科・専攻共通の課題で入学前指導（フォローアップ）を実施する。 

学科・専攻適性入試 

 本学入学後の専門教育に対する適性と学修意欲を持つ者を対象とする。全学科・専攻共通の課題で入学前

指導（フォローアップ）を実施する。 

特別選抜入試 

社会人、外国人留学生及び帰国生徒を対象とした入試。 

実社会や異なる文化的背景をもつ国で獲得した豊かな経験を基にして、本学において専門性の高い知識や

技術を身につけようと考えている者を対象としている。 
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編入学試験 

 他大学などで培った基礎的学力に加え、各専門分野の基礎的技術、基本的知識をすでに十分修得してお

り、本学において一層高い専門知識と技術の習得をめざしている者を対象とした入試である。 

＜各学科・専攻のアドミッション・ポリシー＞ 

大学公式ウェブサイトでご確認ください。 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi 
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